
○○○○○○○

・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備・ 給 湯 設 備

○○○○○○○

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　天井内は防凍保温を行うものとし、仕様は給水管の項による。　天井内は防凍保温を行うものとし、仕様は給水管の項による。　天井内は防凍保温を行うものとし、仕様は給水管の項による。　天井内は防凍保温を行うものとし、仕様は給水管の項による。　天井内は防凍保温を行うものとし、仕様は給水管の項による。　天井内は防凍保温を行うものとし、仕様は給水管の項による。　天井内は防凍保温を行うものとし、仕様は給水管の項による。

○○○○○○○

・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備・ 厨 房 設 備

・ 融 雪 設 備・ 融 雪 設 備・ 融 雪 設 備・ 融 雪 設 備・ 融 雪 設 備・ 融 雪 設 備・ 融 雪 設 備

Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要Ⅰ．工 事 概 要

Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様Ⅱ．工 事 仕 様

１　工 事 場 所１　工 事 場 所１　工 事 場 所１　工 事 場 所１　工 事 場 所１　工 事 場 所１　工 事 場 所

２　建 物 概 要 ２　建 物 概 要 ２　建 物 概 要 ２　建 物 概 要 ２　建 物 概 要 ２　建 物 概 要 ２　建 物 概 要 

３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)３　工 事 種 目 (○印をつけたものを適用する。)

2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様2.  特　記　仕　様

建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称建　物　名　称

１  共　通　仕　様１  共　通　仕　様１  共　通　仕　様１  共　通　仕　様１  共　通　仕　様１  共　通　仕　様１  共　通　仕　様

(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事

(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。(2)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。

(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

章章章章章章章 項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項
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１

・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備・ 衛 生 器 具 設 備 ・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備・ 給 水 設 備 ・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備・ 排 水 設 備

・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備・ 消 火 設 備 ・ 消 火 器 設 備・ 消 火 器 設 備・ 消 火 器 設 備・ 消 火 器 設 備・ 消 火 器 設 備・ 消 火 器 設 備・ 消 火 器 設 備

・ さ く 井 設 備・ さ く 井 設 備・ さ く 井 設 備・ さ く 井 設 備・ さ く 井 設 備・ さ く 井 設 備・ さ く 井 設 備 ・ 浄 化 槽 設 備・ 浄 化 槽 設 備・ 浄 化 槽 設 備・ 浄 化 槽 設 備・ 浄 化 槽 設 備・ 浄 化 槽 設 備・ 浄 化 槽 設 備 ・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事・ 撤 去 工 事

○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○

　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。○○○○○○○

○○○○○○○

　１ 下請関係の適正化　１ 下請関係の適正化　１ 下請関係の適正化　１ 下請関係の適正化　１ 下請関係の適正化　１ 下請関係の適正化　１ 下請関係の適正化

　　の提出を省略することができる。　　の提出を省略することができる。　　の提出を省略することができる。　　の提出を省略することができる。　　の提出を省略することができる。　　の提出を省略することができる。　　の提出を省略することができる。

　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料

 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備

　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　(3) 安定的な供給が可能であること。　　　(3) 安定的な供給が可能であること。　　　(3) 安定的な供給が可能であること。　　　(3) 安定的な供給が可能であること。　　　(3) 安定的な供給が可能であること。　　　(3) 安定的な供給が可能であること。　　　(3) 安定的な供給が可能であること。

　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　(4)を満たすものとする。　　(4)を満たすものとする。　　(4)を満たすものとする。　　(4)を満たすものとする。　　(4)を満たすものとする。　　(4)を満たすものとする。　　(4)を満たすものとする。

　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ

　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、

　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発

　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ

　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量　　ホルムアルデヒドの放散量

　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外　　　　規 制 対 象 外

ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量ホルムアルデヒドの放散量 該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料

　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び

　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の

　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料

第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種 　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ

　　ヒド発散建築材料　　ヒド発散建築材料　　ヒド発散建築材料　　ヒド発散建築材料　　ヒド発散建築材料　　ヒド発散建築材料　　ヒド発散建築材料

　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料　　認定を受けた材料

　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の

 １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　　有するものとする。　　有するものとする。　　有するものとする。　　有するものとする。　　有するものとする。　　有するものとする。　　有するものとする。

 ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな

　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することが

　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。

　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）

○○○○○○○

 １ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から １ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から １ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から １ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から １ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から １ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から １ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から

　構内につくることが　　・ できる　　・ できない　構内につくることが　　・ できる　　・ できない　構内につくることが　　・ できる　　・ できない　構内につくることが　　・ できる　　・ できない　構内につくることが　　・ できる　　・ できない　構内につくることが　　・ できる　　・ できない　構内につくることが　　・ できる　　・ できない

　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。

　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない

　・ 設けない　　・ 設ける　・ 設けない　　・ 設ける　・ 設けない　　・ 設ける　・ 設けない　　・ 設ける　・ 設けない　　・ 設ける　・ 設けない　　・ 設ける　・ 設けない　　・ 設ける

　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）

　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。

　・ マニフェスト管理一覧表の提出　・ マニフェスト管理一覧表の提出　・ マニフェスト管理一覧表の提出　・ マニフェスト管理一覧表の提出　・ マニフェスト管理一覧表の提出　・ マニフェスト管理一覧表の提出　・ マニフェスト管理一覧表の提出

　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出

　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出

　常駐を要しない期間として取り扱う。　常駐を要しない期間として取り扱う。　常駐を要しない期間として取り扱う。　常駐を要しない期間として取り扱う。　常駐を要しない期間として取り扱う。　常駐を要しない期間として取り扱う。　常駐を要しない期間として取り扱う。

　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における

　　 おける常駐を要しない期間　　 おける常駐を要しない期間　　 おける常駐を要しない期間　　 おける常駐を要しない期間　　 おける常駐を要しない期間　　 おける常駐を要しない期間　　 おける常駐を要しない期間

　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安

　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間

　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間

　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○
　　排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。　　排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。　　排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。　　排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。　　排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。　　排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。　　排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。

　全教育・訓練等を実施するものとする。　全教育・訓練等を実施するものとする。　全教育・訓練等を実施するものとする。　全教育・訓練等を実施するものとする。　全教育・訓練等を実施するものとする。　全教育・訓練等を実施するものとする。　全教育・訓練等を実施するものとする。

 　(1) 設計図の製本 　(1) 設計図の製本 　(1) 設計図の製本 　(1) 設計図の製本 　(1) 設計図の製本 　(1) 設計図の製本 　(1) 設計図の製本

 　(2) 工事写真 　(2) 工事写真 　(2) 工事写真 　(2) 工事写真 　(2) 工事写真 　(2) 工事写真 　(2) 工事写真

　標準仕様書によるほか次による。　標準仕様書によるほか次による。　標準仕様書によるほか次による。　標準仕様書によるほか次による。　標準仕様書によるほか次による。　標準仕様書によるほか次による。　標準仕様書によるほか次による。

　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影

　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。

　監督職員の指示する書類。　監督職員の指示する書類。　監督職員の指示する書類。　監督職員の指示する書類。　監督職員の指示する書類。　監督職員の指示する書類。　監督職員の指示する書類。

 　(3) 機材の仕様 　(3) 機材の仕様 　(3) 機材の仕様 　(3) 機材の仕様 　(3) 機材の仕様 　(3) 機材の仕様 　(3) 機材の仕様

 　(4) その他 　(4) その他 　(4) その他 　(4) その他 　(4) その他 　(4) その他 　(4) その他

 　(5) 完成時の図書 　(5) 完成時の図書 　(5) 完成時の図書 　(5) 完成時の図書 　(5) 完成時の図書 　(5) 完成時の図書 　(5) 完成時の図書

　・ 保全に関する資料　・ 保全に関する資料　・ 保全に関する資料　・ 保全に関する資料　・ 保全に関する資料　・ 保全に関する資料　・ 保全に関する資料

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○

　１ 適 用 基 準 等　１ 適 用 基 準 等　１ 適 用 基 準 等　１ 適 用 基 準 等　１ 適 用 基 準 等　１ 適 用 基 準 等　１ 適 用 基 準 等

　２ 技能士の適用　２ 技能士の適用　２ 技能士の適用　２ 技能士の適用　２ 技能士の適用　２ 技能士の適用　２ 技能士の適用

○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○ 　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成24年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成24年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成24年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成24年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成24年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成24年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成24年版)」及び「工事写真の撮り方-建築設

　　 備編-(改訂第3版)」　　 備編-(改訂第3版)」　　 備編-(改訂第3版)」　　 備編-(改訂第3版)」　　 備編-(改訂第3版)」　　 備編-(改訂第3版)」　　 備編-(改訂第3版)」

　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○
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 　(1) 開口部補強筋 　(1) 開口部補強筋 　(1) 開口部補強筋 　(1) 開口部補強筋 　(1) 開口部補強筋 　(1) 開口部補強筋 　(1) 開口部補強筋

 　(2) 機器の基礎 　(2) 機器の基礎 　(2) 機器の基礎 　(2) 機器の基礎 　(2) 機器の基礎 　(2) 機器の基礎 　(2) 機器の基礎

　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。

　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。

　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○

設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所 機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別機器種別
特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設 一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設

重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器 重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類

機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類

機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器機　　　　　器

防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器防振支持の機器

水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類水　　槽　　類

地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階地下・１階

中間階中間階中間階中間階中間階中間階中間階

上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上上層階,屋上

及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋及び塔屋

2.02.02.02.02.02.02.0

2.02.02.02.02.02.02.0

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.51.51.51.51.51.51.5

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.01.01.01.01.01.01.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

1.01.01.01.01.01.01.0

0.60.60.60.60.60.60.6

0.40.40.40.40.40.40.4

0.60.60.60.60.60.60.6

0.60.60.60.60.60.60.6

○○○○○○○  １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ

　　る耐震安全性の分類は下記による。　　る耐震安全性の分類は下記による。　　る耐震安全性の分類は下記による。　　る耐震安全性の分類は下記による。　　る耐震安全性の分類は下記による。　　る耐震安全性の分類は下記による。　　る耐震安全性の分類は下記による。

　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　　　・ Ⅲ類

　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　・ Ｂ類

　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）　　　　建築設備　　　　　・ 甲類（特定の施設）　　・ 乙類（一般の施設）

 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交通 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交通 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交通 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交通 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交通 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交通 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」（国土交通

　　省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。　　省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。　　省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。　　省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。　　省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。　　省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。　　省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　　1) 設計用水平地震力　　1) 設計用水平地震力　　1) 設計用水平地震力　　1) 設計用水平地震力　　1) 設計用水平地震力　　1) 設計用水平地震力　　1) 設計用水平地震力

　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次

　　　による。　　　による。　　　による。　　　による。　　　による。　　　による。　　　による。

　　　設計用水平震度　　　設計用水平震度　　　設計用水平震度　　　設計用水平震度　　　設計用水平震度　　　設計用水平震度　　　設計用水平震度

　　　　　　　 　　・ 消火設備機器　　　　　　　 　　・ 消火設備機器　　　　　　　 　　・ 消火設備機器　　　　　　　 　　・ 消火設備機器　　　　　　　 　　・ 消火設備機器　　　　　　　 　　・ 消火設備機器　　　　　　　 　　・ 消火設備機器

　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・消火水槽　　・　　　　　　・　　　　　　）　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・消火水槽　　・　　　　　　・　　　　　　）　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・消火水槽　　・　　　　　　・　　　　　　）　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・消火水槽　　・　　　　　　・　　　　　　）　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・消火水槽　　・　　　　　　・　　　　　　）　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・消火水槽　　・　　　　　　・　　　　　　）　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・消火水槽　　・　　　　　　・　　　　　　）

　　2) 設計用鉛直地震力　　2) 設計用鉛直地震力　　2) 設計用鉛直地震力　　2) 設計用鉛直地震力　　2) 設計用鉛直地震力　　2) 設計用鉛直地震力　　2) 設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）

　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積

　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂

　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。

　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）

　　　　構造体コンクリートの強度補正値　　　　構造体コンクリートの強度補正値　　　　構造体コンクリートの強度補正値　　　　構造体コンクリートの強度補正値　　　　構造体コンクリートの強度補正値　　　　構造体コンクリートの強度補正値　　　　構造体コンクリートの強度補正値

打設日打設日打設日打設日打設日打設日打設日

補正値補正値補正値補正値補正値補正値補正値

7/19～8/307/19～8/307/19～8/307/19～8/307/19～8/307/19～8/307/19～8/303/15～7/183/15～7/183/15～7/183/15～7/183/15～7/183/15～7/183/15～7/18 8/31～11/158/31～11/158/31～11/158/31～11/158/31～11/158/31～11/158/31～11/15 11/16～3/1411/16～3/1411/16～3/1411/16～3/1411/16～3/1411/16～3/1411/16～3/14

6 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm2 6 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm26 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm23 N/mm2

　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )

　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )

　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート

 　(1) 残土処理 　(1) 残土処理 　(1) 残土処理 　(1) 残土処理 　(1) 残土処理 　(1) 残土処理 　(1) 残土処理

 　(2) 埋め戻し及び盛土 　(2) 埋め戻し及び盛土 　(2) 埋め戻し及び盛土 　(2) 埋め戻し及び盛土 　(2) 埋め戻し及び盛土 　(2) 埋め戻し及び盛土 　(2) 埋め戻し及び盛土

 　(3) 地業工事 　(3) 地業工事 　(3) 地業工事 　(3) 地業工事 　(3) 地業工事 　(3) 地業工事 　(3) 地業工事

 　(1) 普通コンクリート 　(1) 普通コンクリート 　(1) 普通コンクリート 　(1) 普通コンクリート 　(1) 普通コンクリート 　(1) 普通コンクリート 　(1) 普通コンクリート

 　(2) 鉄　　　筋 　(2) 鉄　　　筋 　(2) 鉄　　　筋 　(2) 鉄　　　筋 　(2) 鉄　　　筋 　(2) 鉄　　　筋 　(2) 鉄　　　筋

　　3) あと施工アンカー　　3) あと施工アンカー　　3) あと施工アンカー　　3) あと施工アンカー　　3) あと施工アンカー　　3) あと施工アンカー　　3) あと施工アンカー

　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 30N/mm2-8-25 )　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 30N/mm2-8-25 )　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 30N/mm2-8-25 )　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 30N/mm2-8-25 )　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 30N/mm2-8-25 )　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 30N/mm2-8-25 )　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 30N/mm2-8-25 )

　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公

　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　・ 本工事　　　・ 別途　・ 本工事　　　・ 別途　・ 本工事　　　・ 別途　・ 本工事　　　・ 別途　・ 本工事　　　・ 別途　・ 本工事　　　・ 別途　・ 本工事　　　・ 別途○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○

 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。

 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。

　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。

　砕石100mm、山砂管上100mmとする。　砕石100mm、山砂管上100mmとする。　砕石100mm、山砂管上100mmとする。　砕石100mm、山砂管上100mmとする。　砕石100mm、山砂管上100mmとする。　砕石100mm、山砂管上100mmとする。　砕石100mm、山砂管上100mmとする。

　部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。　部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。　部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。　部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。　部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。　部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。　部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○　　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm以上　　・　　　　）、その他の　　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm以上　　・　　　　）、その他の　　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm以上　　・　　　　）、その他の　　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm以上　　・　　　　）、その他の　　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm以上　　・　　　　）、その他の　　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm以上　　・　　　　）、その他の　　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm以上　　・　　　　）、その他の

○○○○○○○

 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。

　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　

○○○○○○○

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温

　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・冷温水・給湯以外の屋外多湿箇

　　所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保　　所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保　　所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保　　所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保　　所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保　　所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保　　所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び煙道はロックウール保

　　温材を使用するものとする。　　温材を使用するものとする。　　温材を使用するものとする。　　温材を使用するものとする。　　温材を使用するものとする。　　温材を使用するものとする。　　温材を使用するものとする。

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。

 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。

 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。

　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)

 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ

　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は

 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　

 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。

　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○

・ 空 気 調 和 設 備・ 空 気 調 和 設 備・ 空 気 調 和 設 備・ 空 気 調 和 設 備・ 空 気 調 和 設 備・ 空 気 調 和 設 備・ 空 気 調 和 設 備 ・ 換 気 設 備・ 換 気 設 備・ 換 気 設 備・ 換 気 設 備・ 換 気 設 備・ 換 気 設 備・ 換 気 設 備 ・ 自 動 制 御 設 備・ 自 動 制 御 設 備・ 自 動 制 御 設 備・ 自 動 制 御 設 備・ 自 動 制 御 設 備・ 自 動 制 御 設 備・ 自 動 制 御 設 備○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○

　３ 耐震安全性の分類と耐震施工　３ 耐震安全性の分類と耐震施工　３ 耐震安全性の分類と耐震施工　３ 耐震安全性の分類と耐震施工　３ 耐震安全性の分類と耐震施工　３ 耐震安全性の分類と耐震施工　３ 耐震安全性の分類と耐震施工

　４ 土　　工　　事　４ 土　　工　　事　４ 土　　工　　事　４ 土　　工　　事　４ 土　　工　　事　４ 土　　工　　事　４ 土　　工　　事

　５ コンクリート工事　５ コンクリート工事　５ コンクリート工事　５ コンクリート工事　５ コンクリート工事　５ コンクリート工事　５ コンクリート工事

　６ 総　合　調　整　６ 総　合　調　整　６ 総　合　調　整　６ 総　合　調　整　６ 総　合　調　整　６ 総　合　調　整　６ 総　合　調　整

　７ 容量等の表示　７ 容量等の表示　７ 容量等の表示　７ 容量等の表示　７ 容量等の表示　７ 容量等の表示　７ 容量等の表示

　８ 管の地中埋設深さ　８ 管の地中埋設深さ　８ 管の地中埋設深さ　８ 管の地中埋設深さ　８ 管の地中埋設深さ　８ 管の地中埋設深さ　８ 管の地中埋設深さ

　９ 埋設管の防食処理　９ 埋設管の防食処理　９ 埋設管の防食処理　９ 埋設管の防食処理　９ 埋設管の防食処理　９ 埋設管の防食処理　９ 埋設管の防食処理

　10 ビニル管の布設　10 ビニル管の布設　10 ビニル管の布設　10 ビニル管の布設　10 ビニル管の布設　10 ビニル管の布設　10 ビニル管の布設

　11 配　　　　　管　11 配　　　　　管　11 配　　　　　管　11 配　　　　　管　11 配　　　　　管　11 配　　　　　管　11 配　　　　　管

　12 保　　　　　温　12 保　　　　　温　12 保　　　　　温　12 保　　　　　温　12 保　　　　　温　12 保　　　　　温　12 保　　　　　温

　13 弁類の保護カバー　13 弁類の保護カバー　13 弁類の保護カバー　13 弁類の保護カバー　13 弁類の保護カバー　13 弁類の保護カバー　13 弁類の保護カバー

　14 塗装及び防錆工事　14 塗装及び防錆工事　14 塗装及び防錆工事　14 塗装及び防錆工事　14 塗装及び防錆工事　14 塗装及び防錆工事　14 塗装及び防錆工事

　15 は　　つ　　り　15 は　　つ　　り　15 は　　つ　　り　15 は　　つ　　り　15 は　　つ　　り　15 は　　つ　　り　15 は　　つ　　り

　16 ス　リ　ー　ブ　16 ス　リ　ー　ブ　16 ス　リ　ー　ブ　16 ス　リ　ー　ブ　16 ス　リ　ー　ブ　16 ス　リ　ー　ブ　16 ス　リ　ー　ブ

　17 試　　　　　験　17 試　　　　　験　17 試　　　　　験　17 試　　　　　験　17 試　　　　　験　17 試　　　　　験　17 試　　　　　験

　18 電　気　工　事　18 電　気　工　事　18 電　気　工　事　18 電　気　工　事　18 電　気　工　事　18 電　気　工　事　18 電　気　工　事

　19 電　　線　　類　19 電　　線　　類　19 電　　線　　類　19 電　　線　　類　19 電　　線　　類　19 電　　線　　類　19 電　　線　　類

　20 吊り及び支持金物　20 吊り及び支持金物　20 吊り及び支持金物　20 吊り及び支持金物　20 吊り及び支持金物　20 吊り及び支持金物　20 吊り及び支持金物

　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定　　　　・ 温度　　　　・ 湿度　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定　　　　・ 温度　　　　・ 湿度　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定　　　　・ 温度　　　　・ 湿度　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定　　　　・ 温度　　　　・ 湿度　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定　　　　・ 温度　　　　・ 湿度　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定　　　　・ 温度　　　　・ 湿度　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定　　　　・ 温度　　　　・ 湿度○○○○○○○ ○○○○○○○

　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃ 　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％ 　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃ 　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％ 　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃ 　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％

　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　％　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃　　　　　℃夏　季夏　季夏　季夏　季夏　季夏　季夏　季

冬　季冬　季冬　季冬　季冬　季冬　季冬　季

湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB) 温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB) 湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH) 温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB) 湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)

一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統

室　　　　　　内室　　　　　　内室　　　　　　内室　　　　　　内室　　　　　　内室　　　　　　内室　　　　　　内
外　　　　　気外　　　　　気外　　　　　気外　　　　　気外　　　　　気外　　　　　気外　　　　　気

 　(1) 付属物 　(1) 付属物 　(1) 付属物 　(1) 付属物 　(1) 付属物 　(1) 付属物 　(1) 付属物

 　(2) ばいじん濃度計 　(2) ばいじん濃度計 　(2) ばいじん濃度計 　(2) ばいじん濃度計 　(2) ばいじん濃度計 　(2) ばいじん濃度計 　(2) ばいじん濃度計

　１ 設 計 温 湿 度　１ 設 計 温 湿 度　１ 設 計 温 湿 度　１ 設 計 温 湿 度　１ 設 計 温 湿 度　１ 設 計 温 湿 度　１ 設 計 温 湿 度

　２ 煙　　　　道　２ 煙　　　　道　２ 煙　　　　道　２ 煙　　　　道　２ 煙　　　　道　２ 煙　　　　道　２ 煙　　　　道

　３ ダ　　ク　　ト　３ ダ　　ク　　ト　３ ダ　　ク　　ト　３ ダ　　ク　　ト　３ ダ　　ク　　ト　３ ダ　　ク　　ト　３ ダ　　ク　　ト

　４ 風 量 測 定 口　４ 風 量 測 定 口　４ 風 量 測 定 口　４ 風 量 測 定 口　４ 風 量 測 定 口　４ 風 量 測 定 口　４ 風 量 測 定 口

　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー

　６ ダ　ン　パ　ー　６ ダ　ン　パ　ー　６ ダ　ン　パ　ー　６ ダ　ン　パ　ー　６ ダ　ン　パ　ー　６ ダ　ン　パ　ー　６ ダ　ン　パ　ー

34.934.934.934.934.934.934.9 55.855.855.855.855.855.855.8

-1.0-1.0-1.0-1.0-1.0-1.0-1.0 72.372.372.372.372.372.372.3

　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。

　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )

　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））

　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）

　・ 取付位置は図示による。　・ 取付位置は図示による。　・ 取付位置は図示による。　・ 取付位置は図示による。　・ 取付位置は図示による。　・ 取付位置は図示による。　・ 取付位置は図示による。

　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）

 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。

 ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン

　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。

 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又

　　は間接排水口に導く。　　は間接排水口に導く。　　は間接排水口に導く。　　は間接排水口に導く。　　は間接排水口に導く。　　は間接排水口に導く。　　は間接排水口に導く。

　・ 防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式または電動式（DC24V 0.7A以下）　・ 防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式または電動式（DC24V 0.7A以下）　・ 防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式または電動式（DC24V 0.7A以下）　・ 防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式または電動式（DC24V 0.7A以下）　・ 防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式または電動式（DC24V 0.7A以下）　・ 防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式または電動式（DC24V 0.7A以下）　・ 防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式または電動式（DC24V 0.7A以下）

　　　　　　　　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　定格入力はDC24V 0.7A以下とする。　　　　　　　　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　定格入力はDC24V 0.7A以下とする。　　　　　　　　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　定格入力はDC24V 0.7A以下とする。　　　　　　　　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　定格入力はDC24V 0.7A以下とする。　　　　　　　　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　定格入力はDC24V 0.7A以下とする。　　　　　　　　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　定格入力はDC24V 0.7A以下とする。　　　　　　　　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　定格入力はDC24V 0.7A以下とする。

　　　　　　　　　　 　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。　　　　　　　　　　 　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。　　　　　　　　　　 　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。　　　　　　　　　　 　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。　　　　　　　　　　 　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。　　　　　　　　　　 　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。　　　　　　　　　　 　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。

　・ ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　・ ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　・ ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　・ ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　・ ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　・ ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）　・ ピストンダンパー　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

26.026.026.026.026.026.026.0

22.022.022.022.022.022.022.0 成行成行成行成行成行成行成行
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○○○○○○○

　７ 配　管　材　料　７ 配　管　材　料　７ 配　管　材　料　７ 配　管　材　料　７ 配　管　材　料　７ 配　管　材　料　７ 配　管　材　料 　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　

　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）

　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）

　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）

  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）

　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管

○○○○○○○

○○○○○○○
　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　８ 弁　　　　　類　８ 弁　　　　　類　８ 弁　　　　　類　８ 弁　　　　　類　８ 弁　　　　　類　８ 弁　　　　　類　８ 弁　　　　　類

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式

　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。　標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。

　　・ 外気取入ダクトの保温要(保温厚さ25mm)　( ・ 全て　　　・ 　　　 )　　・ 外気取入ダクトの保温要(保温厚さ25mm)　( ・ 全て　　　・ 　　　 )　　・ 外気取入ダクトの保温要(保温厚さ25mm)　( ・ 全て　　　・ 　　　 )　　・ 外気取入ダクトの保温要(保温厚さ25mm)　( ・ 全て　　　・ 　　　 )　　・ 外気取入ダクトの保温要(保温厚さ25mm)　( ・ 全て　　　・ 　　　 )　　・ 外気取入ダクトの保温要(保温厚さ25mm)　( ・ 全て　　　・ 　　　 )　　・ 外気取入ダクトの保温要(保温厚さ25mm)　( ・ 全て　　　・ 　　　 )

　　・ 排気ダクトの保温要(保温厚さ25mm）　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)　　・ 排気ダクトの保温要(保温厚さ25mm）　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)　　・ 排気ダクトの保温要(保温厚さ25mm）　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)　　・ 排気ダクトの保温要(保温厚さ25mm）　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)　　・ 排気ダクトの保温要(保温厚さ25mm）　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)　　・ 排気ダクトの保温要(保温厚さ25mm）　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)　　・ 排気ダクトの保温要(保温厚さ25mm）　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)

　　・ 返りダクトの保温要(保温厚さ25mm）　　・ 返りダクトの保温要(保温厚さ25mm）　　・ 返りダクトの保温要(保温厚さ25mm）　　・ 返りダクトの保温要(保温厚さ25mm）　　・ 返りダクトの保温要(保温厚さ25mm）　　・ 返りダクトの保温要(保温厚さ25mm）　　・ 返りダクトの保温要(保温厚さ25mm）

　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高

　　　 さ+10mm以上とする。　　　 さ+10mm以上とする。　　　 さ+10mm以上とする。　　　 さ+10mm以上とする。　　　 さ+10mm以上とする。　　　 さ+10mm以上とする。　　　 さ+10mm以上とする。

　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。

　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。

　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。

　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。

　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。

　15 保温及び遮音　15 保温及び遮音　15 保温及び遮音　15 保温及び遮音　15 保温及び遮音　15 保温及び遮音　15 保温及び遮音○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・　SUS外装ポリスチレン）とする。　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・　SUS外装ポリスチレン）とする。　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・　SUS外装ポリスチレン）とする。　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・　SUS外装ポリスチレン）とする。　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・　SUS外装ポリスチレン）とする。　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・　SUS外装ポリスチレン）とする。　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・　SUS外装ポリスチレン）とする。

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））
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　図示した位置に取り付ける。　図示した位置に取り付ける。　図示した位置に取り付ける。　図示した位置に取り付ける。　図示した位置に取り付ける。　図示した位置に取り付ける。　図示した位置に取り付ける。

　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。

　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。　空気調和設備の当該項目による。

　次のダクトは保温を行う。　次のダクトは保温を行う。　次のダクトは保温を行う。　次のダクトは保温を行う。　次のダクトは保温を行う。　次のダクトは保温を行う。　次のダクトは保温を行う。

　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。

　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。

　建築設備定期検査業務指導書((財)日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。　建築設備定期検査業務指導書((財)日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。　建築設備定期検査業務指導書((財)日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。　建築設備定期検査業務指導書((財)日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。　建築設備定期検査業務指導書((財)日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。　建築設備定期検査業務指導書((財)日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。　建築設備定期検査業務指導書((財)日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。

　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。　図示による。

 １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。） １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。） １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。） １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。） １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。） １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。） １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。）

 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。

　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　

　　・ 外気ダクト（保温の厚さ25mm、図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）　　・ 外気ダクト（保温の厚さ25mm、図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）　　・ 外気ダクト（保温の厚さ25mm、図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）　　・ 外気ダクト（保温の厚さ25mm、図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）　　・ 外気ダクト（保温の厚さ25mm、図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）　　・ 外気ダクト（保温の厚さ25mm、図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）　　・ 外気ダクト（保温の厚さ25mm、図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）

　　・ 多湿箇所のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）　　・ 多湿箇所のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）　　・ 多湿箇所のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）　　・ 多湿箇所のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）　　・ 多湿箇所のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）　　・ 多湿箇所のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）　　・ 多湿箇所のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による。）

　　・ 排気ダクトの保温要（保温の厚さ25mm、範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）　　・ 排気ダクトの保温要（保温の厚さ25mm、範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）　　・ 排気ダクトの保温要（保温の厚さ25mm、範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）　　・ 排気ダクトの保温要（保温の厚さ25mm、範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）　　・ 排気ダクトの保温要（保温の厚さ25mm、範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）　　・ 排気ダクトの保温要（保温の厚さ25mm、範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）　　・ 排気ダクトの保温要（保温の厚さ25mm、範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）

　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)

　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト

　２ 風 量 測 定 口　２ 風 量 測 定 口　２ 風 量 測 定 口　２ 風 量 測 定 口　２ 風 量 測 定 口　２ 風 量 測 定 口　２ 風 量 測 定 口

　３ ダ　ン　パ　ー　３ ダ　ン　パ　ー　３ ダ　ン　パ　ー　３ ダ　ン　パ　ー　３ ダ　ン　パ　ー　３ ダ　ン　パ　ー　３ ダ　ン　パ　ー

　４ シールする排気ダクトの系統　４ シールする排気ダクトの系統　４ シールする排気ダクトの系統　４ シールする排気ダクトの系統　４ シールする排気ダクトの系統　４ シールする排気ダクトの系統　４ シールする排気ダクトの系統

　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー　５ チ ャ ン バ ー

　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温

　７ 24 時 間 換 気　７ 24 時 間 換 気　７ 24 時 間 換 気　７ 24 時 間 換 気　７ 24 時 間 換 気　７ 24 時 間 換 気　７ 24 時 間 換 気

　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト　１ ダ　　ク　　ト

　２ 排煙口の形式　２ 排煙口の形式　２ 排煙口の形式　２ 排煙口の形式　２ 排煙口の形式　２ 排煙口の形式　２ 排煙口の形式

　３ 排煙口開放及び復帰方式　３ 排煙口開放及び復帰方式　３ 排煙口開放及び復帰方式　３ 排煙口開放及び復帰方式　３ 排煙口開放及び復帰方式　３ 排煙口開放及び復帰方式　３ 排煙口開放及び復帰方式

　４ 排煙風量測定　４ 排煙風量測定　４ 排煙風量測定　４ 排煙風量測定　４ 排煙風量測定　４ 排煙風量測定　４ 排煙風量測定

　１ 構 成 そ の 他　１ 構 成 そ の 他　１ 構 成 そ の 他　１ 構 成 そ の 他　１ 構 成 そ の 他　１ 構 成 そ の 他　１ 構 成 そ の 他

　２ 電気計装用配線　２ 電気計装用配線　２ 電気計装用配線　２ 電気計装用配線　２ 電気計装用配線　２ 電気計装用配線　２ 電気計装用配線

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない

　・ ユニットの配管材料は図示による。　・ ユニットの配管材料は図示による。　・ ユニットの配管材料は図示による。　・ ユニットの配管材料は図示による。　・ ユニットの配管材料は図示による。　・ ユニットの配管材料は図示による。　・ ユニットの配管材料は図示による。

　図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。　図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。　図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。　図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。　図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。　図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。　図面に特記がなければ、洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。

　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　手洗器は止水栓付とする。　手洗器は止水栓付とする。　手洗器は止水栓付とする。　手洗器は止水栓付とする。　手洗器は止水栓付とする。　手洗器は止水栓付とする。　手洗器は止水栓付とする。

　１ 小便器用節水装置　１ 小便器用節水装置　１ 小便器用節水装置　１ 小便器用節水装置　１ 小便器用節水装置　１ 小便器用節水装置　１ 小便器用節水装置

　２ 和風大便器耐火カバー　２ 和風大便器耐火カバー　２ 和風大便器耐火カバー　２ 和風大便器耐火カバー　２ 和風大便器耐火カバー　２ 和風大便器耐火カバー　２ 和風大便器耐火カバー

　３ 衛生器具ユニット　３ 衛生器具ユニット　３ 衛生器具ユニット　３ 衛生器具ユニット　３ 衛生器具ユニット　３ 衛生器具ユニット　３ 衛生器具ユニット

　４ 大便器洗浄弁　４ 大便器洗浄弁　４ 大便器洗浄弁　４ 大便器洗浄弁　４ 大便器洗浄弁　４ 大便器洗浄弁　４ 大便器洗浄弁

　５ 衛生器具付属水栓　５ 衛生器具付属水栓　５ 衛生器具付属水栓　５ 衛生器具付属水栓　５ 衛生器具付属水栓　５ 衛生器具付属水栓　５ 衛生器具付属水栓

　６ 手　　洗　　器　６ 手　　洗　　器　６ 手　　洗　　器　６ 手　　洗　　器　６ 手　　洗　　器　６ 手　　洗　　器　６ 手　　洗　　器○○○○○○○

　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。

　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）

　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

　１ 給　水　方　式　１ 給　水　方　式　１ 給　水　方　式　１ 給　水　方　式　１ 給　水　方　式　１ 給　水　方　式　１ 給　水　方　式

　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料

○○○○○○○

○○○○○○○

　・ 上水（ ・バックアップ用　・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 上水（ ・バックアップ用　・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 上水（ ・バックアップ用　・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 上水（ ・バックアップ用　・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 上水（ ・バックアップ用　・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 上水（ ・バックアップ用　・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　　・ 上水（ ・バックアップ用　・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

○○○○○○○

　給水管の最小口径は20mmとする。　給水管の最小口径は20mmとする。　給水管の最小口径は20mmとする。　給水管の最小口径は20mmとする。　給水管の最小口径は20mmとする。　給水管の最小口径は20mmとする。　給水管の最小口径は20mmとする。

　図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。　図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。　図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。　図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。　図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。　図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。　図面に特記がなければ、洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。
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○○○○○○○

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

 
・
 
給
 
水
 
設
 
備

○○○○○○○

　３ 量水器　３ 量水器　３ 量水器　３ 量水器　３ 量水器　３ 量水器　３ 量水器

○○○○○○○ 　・ 呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。　・ 呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。　・ 呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。　・ 呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。　・ 呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。　・ 呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。　・ 呼び径65以上の鋳鉄製の弁はライニング弁とする。

　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。

　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）

　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）

　４ 弁　　　　　類　４ 弁　　　　　類　４ 弁　　　　　類　４ 弁　　　　　類　４ 弁　　　　　類　４ 弁　　　　　類　４ 弁　　　　　類

○○○○○○○

　・ 標準図による。　・ 標準図による。　・ 標準図による。　・ 標準図による。　・ 標準図による。　・ 標準図による。　・ 標準図による。

　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。

　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）

　・ アルミ製　　　　・ 合成樹脂製　・ アルミ製　　　　・ 合成樹脂製　・ アルミ製　　　　・ 合成樹脂製　・ アルミ製　　　　・ 合成樹脂製　・ アルミ製　　　　・ 合成樹脂製　・ アルミ製　　　　・ 合成樹脂製　・ アルミ製　　　　・ 合成樹脂製

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

 １ 地中埋設標　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要 １ 地中埋設標　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要 １ 地中埋設標　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要 １ 地中埋設標　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要 １ 地中埋設標　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要 １ 地中埋設標　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要 １ 地中埋設標　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要

 ２ 埋設表示テープ　　・ 要              　　・ 不要 ２ 埋設表示テープ　　・ 要              　　・ 不要 ２ 埋設表示テープ　　・ 要              　　・ 不要 ２ 埋設表示テープ　　・ 要              　　・ 不要 ２ 埋設表示テープ　　・ 要              　　・ 不要 ２ 埋設表示テープ　　・ 要              　　・ 不要 ２ 埋設表示テープ　　・ 要              　　・ 不要
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　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）

　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）

　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）

　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　１ 排　水　方　式　１ 排　水　方　式　１ 排　水　方　式　１ 排　水　方　式　１ 排　水　方　式　１ 排　水　方　式　１ 排　水　方　式

　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）～区画貫通部　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）～区画貫通部　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）～区画貫通部　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）～区画貫通部　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）～区画貫通部　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）～区画貫通部　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）～区画貫通部

　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）

　５ 弁　　　　　桝　５ 弁　　　　　桝　５ 弁　　　　　桝　５ 弁　　　　　桝　５ 弁　　　　　桝　５ 弁　　　　　桝　５ 弁　　　　　桝

　６ 絶　縁　継　手　６ 絶　縁　継　手　６ 絶　縁　継　手　６ 絶　縁　継　手　６ 絶　縁　継　手　６ 絶　縁　継　手　６ 絶　縁　継　手

　７ 水　　　　　栓　７ 水　　　　　栓　７ 水　　　　　栓　７ 水　　　　　栓　７ 水　　　　　栓　７ 水　　　　　栓　７ 水　　　　　栓

　８ 水　　栓　　柱　８ 水　　栓　　柱　８ 水　　栓　　柱　８ 水　　栓　　柱　８ 水　　栓　　柱　８ 水　　栓　　柱　８ 水　　栓　　柱

　９ 引込納付金等　９ 引込納付金等　９ 引込納付金等　９ 引込納付金等　９ 引込納付金等　９ 引込納付金等　９ 引込納付金等

　10 地中埋設標等　10 地中埋設標等　10 地中埋設標等　10 地中埋設標等　10 地中埋設標等　10 地中埋設標等　10 地中埋設標等

　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）

　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）

　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

 
・
 
給
 
湯
 
設
 
備

　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。

　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5

　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）

　１ 配　管　材　料　１ 配　管　材　料　１ 配　管　材　料　１ 配　管　材　料　１ 配　管　材　料　１ 配　管　材　料　１ 配　管　材　料

　２ 絶　縁　継　手　２ 絶　縁　継　手　２ 絶　縁　継　手　２ 絶　縁　継　手　２ 絶　縁　継　手　２ 絶　縁　継　手　２ 絶　縁　継　手

　３ 弁　　　　　類　３ 弁　　　　　類　３ 弁　　　　　類　３ 弁　　　　　類　３ 弁　　　　　類　３ 弁　　　　　類　３ 弁　　　　　類

　４ ガ ス 湯 沸 器　４ ガ ス 湯 沸 器　４ ガ ス 湯 沸 器　４ ガ ス 湯 沸 器　４ ガ ス 湯 沸 器　４ ガ ス 湯 沸 器　４ ガ ス 湯 沸 器

　５ ガス湯沸器の接続　５ ガス湯沸器の接続　５ ガス湯沸器の接続　５ ガス湯沸器の接続　５ ガス湯沸器の接続　５ ガス湯沸器の接続　５ ガス湯沸器の接続

　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温　６ 保　　　　　温

　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。

　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。

　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。　図示の位置に取り付ける。

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)

　３ 洗面器等の排水管　３ 洗面器等の排水管　３ 洗面器等の排水管　３ 洗面器等の排水管　３ 洗面器等の排水管　３ 洗面器等の排水管　３ 洗面器等の排水管

　４ 満水試験継手　４ 満水試験継手　４ 満水試験継手　４ 満水試験継手　４ 満水試験継手　４ 満水試験継手　４ 満水試験継手

　５ 放流納付金等　５ 放流納付金等　５ 放流納付金等　５ 放流納付金等　５ 放流納付金等　５ 放流納付金等　５ 放流納付金等

○○○○○○○

　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）～桝まで　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）～桝まで　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）～桝まで　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）～桝まで　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）～桝まで　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）～桝まで　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）～桝まで

○○○○○○○
○○○○○○○

　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅹとする。　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅹとする。　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅹとする。　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅹとする。　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅹとする。　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅹとする。　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅹとする。

　・ フード等用簡易自動消火　・ フード等用簡易自動消火　・ フード等用簡易自動消火　・ フード等用簡易自動消火　・ フード等用簡易自動消火　・ フード等用簡易自動消火　・ フード等用簡易自動消火

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）

　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）

　・ 10K　圧力調整弁付　・ 10K　圧力調整弁付　・ 10K　圧力調整弁付　・ 10K　圧力調整弁付　・ 10K　圧力調整弁付　・ 10K　圧力調整弁付　・ 10K　圧力調整弁付

 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要

 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要

　外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。　外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。　外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。　外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。　外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。　外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。　外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。
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　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　　１ 消火設備の種類　１ 消火設備の種類　１ 消火設備の種類　１ 消火設備の種類　１ 消火設備の種類　１ 消火設備の種類　１ 消火設備の種類

　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料

　３ 屋内消火栓開閉弁　３ 屋内消火栓開閉弁　３ 屋内消火栓開閉弁　３ 屋内消火栓開閉弁　３ 屋内消火栓開閉弁　３ 屋内消火栓開閉弁　３ 屋内消火栓開閉弁

　４ 保    　　　温　４ 保    　　　温　４ 保    　　　温　４ 保    　　　温　４ 保    　　　温　４ 保    　　　温　４ 保    　　　温

　５ 地中埋設標等　５ 地中埋設標等　５ 地中埋設標等　５ 地中埋設標等　５ 地中埋設標等　５ 地中埋設標等　５ 地中埋設標等

　６ 地中埋設配管の接合　６ 地中埋設配管の接合　６ 地中埋設配管の接合　６ 地中埋設配管の接合　６ 地中埋設配管の接合　６ 地中埋設配管の接合　６ 地中埋設配管の接合

　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）及びポンプ室露出配管・ピロティー　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）及びポンプ室露出配管・ピロティー　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）及びポンプ室露出配管・ピロティー　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）及びポンプ室露出配管・ピロティー　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）及びポンプ室露出配管・ピロティー　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）及びポンプ室露出配管・ピロティー　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）及びポンプ室露出配管・ピロティー

　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 移動式粉末消火設備　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 移動式粉末消火設備　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 移動式粉末消火設備　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 移動式粉末消火設備　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 移動式粉末消火設備　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 移動式粉末消火設備　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 移動式粉末消火設備
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　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　２ ガスバルク供給施設　２ ガスバルク供給施設　２ ガスバルク供給施設　２ ガスバルク供給施設　２ ガスバルク供給施設　２ ガスバルク供給施設　２ ガスバルク供給施設 　・ ABC粉末消火器　　20号　3本　・ ABC粉末消火器　　20号　3本　・ ABC粉末消火器　　20号　3本　・ ABC粉末消火器　　20号　3本　・ ABC粉末消火器　　20号　3本　・ ABC粉末消火器　　20号　3本　・ ABC粉末消火器　　20号　3本

　・ 消火器収納箱　　３本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　３本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　３本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　３本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　３本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　３本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　３本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ 消火器収納箱　　１本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　１本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　１本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　１本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　１本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　１本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　１本入　１個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ ABC粉末消火器　　10号　　1本　・ ABC粉末消火器　　10号　　1本　・ ABC粉末消火器　　10号　　1本　・ ABC粉末消火器　　10号　　1本　・ ABC粉末消火器　　10号　　1本　・ ABC粉末消火器　　10号　　1本　・ ABC粉末消火器　　10号　　1本

　３ 室内　３ 室内　３ 室内　３ 室内　３ 室内　３ 室内　３ 室内

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）

　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）

　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）

　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による

　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。

　設置する（埋設シート共）　設置する（埋設シート共）　設置する（埋設シート共）　設置する（埋設シート共）　設置する（埋設シート共）　設置する（埋設シート共）　設置する（埋設シート共）

　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　

　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　　・ 要　　　・ 不要　

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　１ 使　用　ガ　ス　１ 使　用　ガ　ス　１ 使　用　ガ　ス　１ 使　用　ガ　ス　１ 使　用　ガ　ス　１ 使　用　ガ　ス　１ 使　用　ガ　ス

　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料　２ 配　管　材　料

　４ ガスメーター　４ ガスメーター　４ ガスメーター　４ ガスメーター　４ ガスメーター　４ ガスメーター　４ ガスメーター

　５ 充 て ん 容 量　５ 充 て ん 容 量　５ 充 て ん 容 量　５ 充 て ん 容 量　５ 充 て ん 容 量　５ 充 て ん 容 量　５ 充 て ん 容 量

　６ 転 倒 防 止 等　６ 転 倒 防 止 等　６ 転 倒 防 止 等　６ 転 倒 防 止 等　６ 転 倒 防 止 等　６ 転 倒 防 止 等　６ 転 倒 防 止 等

　７ 地 中 埋 設 標　７ 地 中 埋 設 標　７ 地 中 埋 設 標　７ 地 中 埋 設 標　７ 地 中 埋 設 標　７ 地 中 埋 設 標　７ 地 中 埋 設 標

　８ 漏洩検知装置　８ 漏洩検知装置　８ 漏洩検知装置　８ 漏洩検知装置　８ 漏洩検知装置　８ 漏洩検知装置　８ 漏洩検知装置

　９ 電　気　防　食　９ 電　気　防　食　９ 電　気　防　食　９ 電　気　防　食　９ 電　気　防　食　９ 電　気　防　食　９ 電　気　防　食

　10 引 込 負 担 金　10 引 込 負 担 金　10 引 込 負 担 金　10 引 込 負 担 金　10 引 込 負 担 金　10 引 込 負 担 金　10 引 込 負 担 金

　・ バルクタンク（機器表参照）　・ バルクタンク（機器表参照）　・ バルクタンク（機器表参照）　・ バルクタンク（機器表参照）　・ バルクタンク（機器表参照）　・ バルクタンク（機器表参照）　・ バルクタンク（機器表参照）

　３ ガス供給装置　３ ガス供給装置　３ ガス供給装置　３ ガス供給装置　３ ガス供給装置　３ ガス供給装置　３ ガス供給装置 　・ 本工事（ 2.9ｔバルク）　　・ 別途工事　・ 本工事（ 2.9ｔバルク）　　・ 別途工事　・ 本工事（ 2.9ｔバルク）　　・ 別途工事　・ 本工事（ 2.9ｔバルク）　　・ 別途工事　・ 本工事（ 2.9ｔバルク）　　・ 別途工事　・ 本工事（ 2.9ｔバルク）　　・ 別途工事　・ 本工事（ 2.9ｔバルク）　　・ 別途工事

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )
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ス
 
設
 
備

 
・
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設
 
備

 
・
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設
 
備

 
・
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・
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設
 
備

 
・
 
ガ
 
ス
 
設
 
備

 
・
 
ガ
 
ス
 
設
 
備

　・ ABC粉末消火器　　10号　12本　歩行距離２０ｍ　・ ABC粉末消火器　　10号　12本　歩行距離２０ｍ　・ ABC粉末消火器　　10号　12本　歩行距離２０ｍ　・ ABC粉末消火器　　10号　12本　歩行距離２０ｍ　・ ABC粉末消火器　　10号　12本　歩行距離２０ｍ　・ ABC粉末消火器　　10号　12本　歩行距離２０ｍ　・ ABC粉末消火器　　10号　12本　歩行距離２０ｍ

　・ 消火器収納箱　　壁埋込形　１本入　12個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　壁埋込形　１本入　12個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　壁埋込形　１本入　12個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　壁埋込形　１本入　12個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　壁埋込形　１本入　12個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　壁埋込形　１本入　12個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）　・ 消火器収納箱　　壁埋込形　１本入　12個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

○○○○○○○

・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備・ ガ ス 設 備

富山県射水市黒河地内富山県射水市黒河地内富山県射水市黒河地内富山県射水市黒河地内富山県射水市黒河地内富山県射水市黒河地内富山県射水市黒河地内

構　造構　造構　造構　造構　造構　造構　造 階　数階　数階　数階　数階　数階　数階　数

　　　　　　　RCRCRCRCRCRCRC 2F2F2F2F2F2F2F

消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令消防法施行令

別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一別 表 第 一

（7）項（7）項（7）項（7）項（7）項（7）項（7）項

延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 延 面 積 

（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）
備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部

　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部

　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　 　部　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　 　部　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　 　部　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　 　部　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　 　部　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　 　部　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　 　部

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

○○○○○○○

　１ 給湯器廻り　１ 給湯器廻り　１ 給湯器廻り　１ 給湯器廻り　１ 給湯器廻り　１ 給湯器廻り　１ 給湯器廻り

○○○○○○○

 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ パルス式子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ パルス式子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ パルス式子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ パルス式子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ パルス式子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ パルス式子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ パルス式子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）

　２ 環境への配慮　２ 環境への配慮　２ 環境への配慮　２ 環境への配慮　２ 環境への配慮　２ 環境への配慮　２ 環境への配慮

　３ 材料・機材の品質等　３ 材料・機材の品質等　３ 材料・機材の品質等　３ 材料・機材の品質等　３ 材料・機材の品質等　３ 材料・機材の品質等　３ 材料・機材の品質等

　４ 発生材の処理等　４ 発生材の処理等　４ 発生材の処理等　４ 発生材の処理等　４ 発生材の処理等　４ 発生材の処理等　４ 発生材の処理等

　５ 電気保安技術者　５ 電気保安技術者　５ 電気保安技術者　５ 電気保安技術者　５ 電気保安技術者　５ 電気保安技術者　５ 電気保安技術者

　６ 監督職員事務所　６ 監督職員事務所　６ 監督職員事務所　６ 監督職員事務所　６ 監督職員事務所　６ 監督職員事務所　６ 監督職員事務所

　７ 工事用電力・水その他　７ 工事用電力・水その他　７ 工事用電力・水その他　７ 工事用電力・水その他　７ 工事用電力・水その他　７ 工事用電力・水その他　７ 工事用電力・水その他

　８ 工事用仮設物　８ 工事用仮設物　８ 工事用仮設物　８ 工事用仮設物　８ 工事用仮設物　８ 工事用仮設物　８ 工事用仮設物

　９ 施　工　機　械　９ 施　工　機　械　９ 施　工　機　械　９ 施　工　機　械　９ 施　工　機　械　９ 施　工　機　械　９ 施　工　機　械

　10 現場代理人の工事現場に　10 現場代理人の工事現場に　10 現場代理人の工事現場に　10 現場代理人の工事現場に　10 現場代理人の工事現場に　10 現場代理人の工事現場に　10 現場代理人の工事現場に

　11 安全教育・訓練の実施　11 安全教育・訓練の実施　11 安全教育・訓練の実施　11 安全教育・訓練の実施　11 安全教育・訓練の実施　11 安全教育・訓練の実施　11 安全教育・訓練の実施

　12 提 出 図 書 等　12 提 出 図 書 等　12 提 出 図 書 等　12 提 出 図 書 等　12 提 出 図 書 等　12 提 出 図 書 等　12 提 出 図 書 等

　着工時　・ 原図版　２部　　・ 縮小版　　８部　着工時　・ 原図版　２部　　・ 縮小版　　８部　着工時　・ 原図版　２部　　・ 縮小版　　８部　着工時　・ 原図版　２部　　・ 縮小版　　８部　着工時　・ 原図版　２部　　・ 縮小版　　８部　着工時　・ 原図版　２部　　・ 縮小版　　８部　着工時　・ 原図版　２部　　・ 縮小版　　８部

　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　１部　　・ 縮小版　５部　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　１部　　・ 縮小版　５部　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　１部　　・ 縮小版　５部　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　１部　　・ 縮小版　５部　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　１部　　・ 縮小版　５部　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　１部　　・ 縮小版　５部　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　１部　　・ 縮小版　５部

成行成行成行成行成行成行成行

 　編)平成28年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) 　編)平成28年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) 　編)平成28年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) 　編)平成28年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) 　編)平成28年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) 　編)平成28年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) 　編)平成28年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)

 　平成28年版」による。 　平成28年版」による。 　平成28年版」による。 　平成28年版」による。 　平成28年版」による。 　平成28年版」による。 　平成28年版」による。

県立大学合同棟　ピロティ　増築工事県立大学合同棟　ピロティ　増築工事県立大学合同棟　ピロティ　増築工事県立大学合同棟　ピロティ　増築工事県立大学合同棟　ピロティ　増築工事県立大学合同棟　ピロティ　増築工事県立大学合同棟　ピロティ　増築工事

○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○　・ 都市ガス（ 発熱量：　46.0　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス　・ 都市ガス（ 発熱量：　46.0　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス　・ 都市ガス（ 発熱量：　46.0　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス　・ 都市ガス（ 発熱量：　46.0　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス　・ 都市ガス（ 発熱量：　46.0　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス　・ 都市ガス（ 発熱量：　46.0　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス　・ 都市ガス（ 発熱量：　46.0　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス

○○○○○○○

○○○○○○○　・ 本工事　　　　・ 貸与（供給会社にて更新）　・ 本工事　　　　・ 貸与（供給会社にて更新）　・ 本工事　　　　・ 貸与（供給会社にて更新）　・ 本工事　　　　・ 貸与（供給会社にて更新）　・ 本工事　　　　・ 貸与（供給会社にて更新）　・ 本工事　　　　・ 貸与（供給会社にて更新）　・ 本工事　　　　・ 貸与（供給会社にて更新）

○○○○○○○

○○○○○○○　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）（空調ドレン）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）（空調ドレン）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）（空調ドレン）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）（空調ドレン）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）（空調ドレン）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）（空調ドレン）　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）（空調ドレン）

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○

　・ 完成図CADデータ（施工図含む）　・ 完成図CADデータ（施工図含む）　・ 完成図CADデータ（施工図含む）　・ 完成図CADデータ（施工図含む）　・ 完成図CADデータ（施工図含む）　・ 完成図CADデータ（施工図含む）　・ 完成図CADデータ（施工図含む）

○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均理　事　長  　　　藤　　井　　均理　事　長  　　　藤　　井　　均理　事　長  　　　藤　　井　　均理　事　長  　　　藤　　井　　均理　事　長  　　　藤　　井　　均理　事　長  　　　藤　　井　　均
県立大学　合同棟　ピロティ増築工事県立大学　合同棟　ピロティ増築工事県立大学　合同棟　ピロティ増築工事県立大学　合同棟　ピロティ増築工事県立大学　合同棟　ピロティ増築工事県立大学　合同棟　ピロティ増築工事県立大学　合同棟　ピロティ増築工事

監修監修監修監修監修監修監修担当担当担当担当担当担当担当縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号一級建築士事務所　  登録（１０）３２号一級建築士事務所　  登録（１０）３２号一級建築士事務所　  登録（１０）３２号一級建築士事務所　  登録（１０）３２号一級建築士事務所　  登録（１０）３２号一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名
日付日付日付日付日付日付日付

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印

細矢細矢細矢細矢細矢細矢細矢機械設備　特記仕様書機械設備　特記仕様書機械設備　特記仕様書機械設備　特記仕様書機械設備　特記仕様書機械設備　特記仕様書機械設備　特記仕様書 －－－－－－－
Ｍ－０１Ｍ－０１Ｍ－０１Ｍ－０１Ｍ－０１Ｍ－０１Ｍ－０１

227.16227.16227.16227.16227.16227.16227.16



1 80

3.00

記　　号 系統名並機器名 ＫＷ φ/V 起動 操作 監視 種別 階

動力・電源・操作等

室　名
備　考

台

数

機　　　　　器　　　　　内　　　　　容

仕　　　　　　様

設置場所(系統名)

　　　５．種別欄 Ｇ 表示は停電時発電機回路運転機器を示す。
　　　４．φ／Ｖの特記なきものは３φ／２００Ｖ、とする。なお電気容量は表示数値程度とする。

注　１．起動は、Ｌ－Ｓ（直入起動）、　－△（スターデルタ起動－：１１kw以上全て）、
　　　　Ｒ－Ｓ（抵抗起動）を記入
　　２．操作は、Ｒ（遠隔）、Ａ（自動）、Ｍ（手動）、ＳＲ（週間ﾀｲﾏｰ運転）を記入
　　　　※○印表記は、は電気工事。

ＡＬ ＲＬ TOT　　　：発停＋状態＋故障　　：警報　　：状態＋故障　　：積算　Ｔ　Ｌ：測定ＳＳ

（ＧＨＰ） ガスヒートポンプエアコン

ＧＨＰ－Ｋ

４５０

室外機 冷房能力：４５．０ｋＷ　暖房能力：５０．０ｋＷ　(低温時５３．０ｋＷ)

能力表示　　　　：グリーン購入法適合品、(　)内低温時能力を示す。

室内外機への電源供給は電気工事

室内外機の制御用渡り配線（共巻）及びコントロールＳＷの取付けは本工事。

新設室外機と隣接既設室外機間の渡り配線を行い、中央監視室の既設システムコントローラーにて運転管理可能とすること。

冷房時→

暖房時→

共通事項　　　　　Ｒ４１０、グリーン購入法適合品

　　　　　　　　：ＧＨＰエアコンの性能測定は、JIS B 8627：2015に規定された定格条件による。

3/200 １ＳＳ 屋上ＲＡ1.16

0.55ガス消費量：３８．５ｋｗ（冷房時）、３７．３ｋｗ（暖房時）

１Ｒ･Ｍ ＳＳ1/200ＧＨＰ－２８ＣＫ４ ４方向天井カセット形

付属品　　　　　：ワイヤードリモコン（個別）ステンレス防雪フード（吸込・吹出）、室外機スプリング防震架台（溶融亜鉛メッキ）

参考品番：Ｕ－ＧＨ４５０Ｔ１Ｄ

0.02冷房能力：２．８ｋＷ　暖房能力：３．２（３．４）ｋＷ、風量（m3/min）：１４．５/１３．０/１１．５

Ｒ･Ｍ ＳＳ1/200ＧＨＰ－３６ＣＫ４ ４方向天井カセット形 冷房能力：３．６ｋＷ　暖房能力：４．２（４．２）ｋＷ、風量（m3/min）：１４．５/１３．０/１１．５

Ｒ･Ｍ １ＳＳ1/200ＧＨＰ－４５ＣＫ４ ４方向天井カセット形 冷房能力：４．５ｋＷ　暖房能力：５．０（５．３）ｋＷ、風量（m3/min）：１５．５/１３．０/１１．５

Ｒ･Ｍ ＳＳ1/200

Ｒ･Ｍ ＳＳ1/200

参考品番：Ｓ－Ｇ２８ＵＴ１

参考品番：Ｓ－Ｇ３６ＵＴ１

参考品番：Ｓ－Ｇ４５ＵＴ１

冷房時→

暖房時→

冷房時→

暖房時→

冷房時→

暖房時→

冷房時→

暖房時→

冷房時→

暖房時→

0.02

0.02

0.02

0.02

0.02

L-S

L-S

L-S

L-S

L-S

L-S

　　　３．監視は、中央監視室に発停・警報等を表示する。内容は以下の通りとする。

２ 教員室

２ 教員室

教員室、ホール

教員室

３

１

１

１ 教員室

共通事項　　　　：全熱交換器の全熱交換効率は、JIS B 8628に規定された試験方法による。自動換気切替機能無し空調換気扇

（全熱交換器）

（ＨＥＵ）

空調換気扇 L-S １７ 各教員室0.144 1/100 Ｍ 24Hr換気ＨＥＵ－１

全熱交換効率：冷房時（強）６４％（弱）７０．５％　、暖房時（強）６７％（弱）７１．５％

参考品番：ＬＧＨ－Ｎ２５ＣＳ

階 室名 台数

判定
①≦②

①≦③
床面積
〔㎡〕

平均天井高
〔m〕

気積
〔m3〕

給　気
②

給気量
〔m3/h〕

換気回数
〔回/h〕

排気機器 機器風量
〔m3/h〕

排　気
①

必要換気量
〔m3/h〕

機械
換気
方式

給気機器 機器風量
〔m3/h〕

必要換気回数
〔回/h〕

台数
〔m3/h〕

換気回数
〔回/h〕

排気量
③

＆

２４Ｈ換気計算表

洗面器

器　具　名 参　考　品　番

Ｌ２７０Ｄ、ＴＬＳ０１１０１Ｊ、ＴＬ４ＣＦＵ、ＴＬ２２０Ｄ、Ｔ６Ｐ１

各
教
員
室

エアコン・換気扇機器表

衛生器具表

　　　　　　　　：化粧パネル（昇降グリル付）、ロングライフフィルター、ドレンアップメカ、凍結防止用ヒーターキット

４方向天井カセット形

４方向天井カセット形

ＧＨＰ－５６ＣＫ４

ＧＨＰ－７１ＣＫ４

冷房能力：５．６ｋＷ　暖房能力：６．３（６．７）ｋＷ、風量（m3/min）：１６．５/１３．５/１１．５ 参考品番：Ｓ－Ｇ５６ＵＴ１

参考品番：Ｓ－Ｇ７１ＵＴ１

0.025

0.025

２

１0.035

0.035

6

１Ｍ1/100天井換気扇ＦＣ－１

８０ＣＭＨ ｘ ５０Ｐａ、接続ダクトφ１００

0.02 １ バックヤード

業務用天井カセット形、風量：（強）２５０ＣＭＨ（弱）８０ＣＭＨ×５０Ｐａ（機外）、接続ダクト径１５０φ

低騒音形　インテリアグリル、軒天用ステンレス薄形ベントキャップ（指定色塗装・ガラリ・防虫網付）、参考品番：ＶＤ－１３ＺＣ１０－Ｃ

1 〇1 10.3 第 一 種 HEU-1HEU-1 80 80 80 80教員室１

1 〇10.3 第 一 種 HEU-1HEU-1 80 80 80 801教員室２

1 0.3 第 一 種 HEU-1HEU-1 80 80 80 801 1 〇教員室３

1 0.3 第 一 種 HEU-1HEU-1 80 80 80 801 1 〇教員室４

1 教員室５ 0.3 第 一 種 HEU-1HEU-1 80 80 80 801 1 〇

1 〇10.3 第 一 種 HEU-1HEU-1 80 80 80実験室 3.00

3.00

3.00

3.00

冷房能力：７．１ｋＷ　暖房能力：８．０（８．５）ｋＷ、風量（m3/min）：２１．０/１６．０/１３．０

　　　　　　　　：軒天用ステンレス製薄形ベントキャップ（指定色塗装・ガラリ・防虫網付）

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均

県立大学　合同棟　ピロティ増築工事

監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
日付

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印

機械設備　機器表、換気計算書 －
Ｍ－０２

細矢

70.65 211.95 63.59 0.37 0.37

24.56 73.68 22.11 1.08 1.08

24.56 73.68 22.11 1.08 1.08

25.14 3.00 75.42 22.63 1.06 1.06

26.59 79.77 23.94 1.00 1.00

24.56 73.68 22.11 1.08 1.08

共通付属品　　　：専用コントロールＳＷ（強・弱）、インテリアパネル、予備フィルター100％
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（供用開始：Ｈ32年7月～）
改修第二期　平面図（参考図：今回工事範囲外）
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　（天井裏まで達しめること）

－防火上主要な間仕切りの範囲を示す

（天井裏のみ）

－消火器の位置を示す（消火器ボックス組込み）

将来の間仕切り改修により
主要な間仕切り壁が必要と
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　『防火区画等を貫通する冷媒配管に

　　ついては国土交通大臣認定工法とする』

・図中表示 ※
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地中梁の位置を示す

GL下部　共同溝の位置を示す
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　（天井裏まで達しめること）

－防火上主要な間仕切りの範囲を示す

（天井裏のみ）

－消火器の位置を示す（消火器ボックス組込み）

将来の間仕切り改修により
主要な間仕切り壁が必要と

3
,
8
2
0

EX
P.

J

風除室

EX
P.

J

3
,
8
2
0

3
,
8
2
0

3
,
8
2
0

EXP.J

PS

実験室
(69.32)

教員室１
(23.85)

教員室５
(23.85)

教員室４
(25.82)

教員室３
(24.62)

教員室２
(23.85)

GHP

CK4
K-45

キャリアセンター

会議室３
(23.85)

会議室２
(25.82)

会議室１
(24.62)

N

液管 ＋ ガス管

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ３

記　号

冷媒管サイズ

９．５ ＋ １２．７

９．５ ＋ １５．９

９．５ ＋ １９．１

１２．７ ＋ ２５．４

１２．７ ＋ ２８．５８

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

９．５ ＋ ２２．２



　『防火区画等を貫通する冷媒配管に
　　ついては国土交通大臣認定工法とする』

・図中表示 ※

小屋裏まで達すること：認定番号 FP060NP-9073
LGS90下地 SHPB9.5+PB12.5両面貼り(１時間耐火)

(上記仕様と同等)
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　『防火区画等を貫通する冷媒配管に

　　ついては国土交通大臣認定工法とする』

・図中表示 ※
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ＧＨＰ廻り配線工事

室外機

室内機 室内機

RS

（装置付属品）

他室内機へ

注）１．電源供給工事は電気設備工事とする。

　　２．室内機～室外機間信号線は冷媒管共巻工事とする。

冷媒管共巻工事

室外機

（既設）

　　３．既設システムコントローラにて管理の為、新設室外機から既設室外機までの配線工事を行う。

　　４．改修第二期工事にて間仕切り変更に伴い、対象ＲＳの移設工事を行う。（将来工事）

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均

県立大学　合同棟　ピロティ増築工事

1/100 監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
日付

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印

細矢
Ｍ－１０

自動制御設備　Ｒ階 平面図

※


